
第４章　ま　と　め

　視覚障害者用Ｗｉｎｄｏｗｓ画面読み上げソフトウェ ア第二次試作の開発では、第一次試作の問題点の改

善とＷｉｎｄｏｗｓ９５への移行を行 った。この結果、読み上げの音声合成部は、読み上げ途中の音声のスキ ッ

ブ機能や読み上げの一時停止と再開など、視覚障害者の使い勝手を考慮した性能をもっことができた 。

本ソフトウェ アは、汎用の日本語入カシステム（ＭＳ－ＩＭＥ９５とＡＴＯＫ１０）、 ワードパッド 、Ｅｘｃｅ１など

に対応した読み上げが可能である。これにより 、視覚障害者がパソコン利用の目的として挙げているワー

プロ や表言十算用アプリケーションの使用環境を提供でき、実用的な読み上げソフトウェ アを開発するこ

とができたと言える。この結果、本 ソフトウェ アは、企業で働く視覚障害者をはじめとする多くの視覚

障害者からの強い要望を受けて、市販化されることとな った（図１４）。

　今後、視覚障害者がＷｉｎｄｏｗｓ環境へ移行していけるためには、Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作する読み上げ対応

アプリケーシ ョンが増えることが重要である。すなわち、既に可能とな った上記のパソコン作業のほか

に、 インターネ ット、 ＬＡＮ、電子メール、パソコン通信、電子ブ ック 、辞書検索、プ ログラミン グな

ど、 視覚障害者の職場環境を向上させる作業が、Ｗｉｎｄｏｗｓ環境で行えるようになることが望まれる 。

当センターにおいてはこれらのうち、インターネ ットのホームページを閲覧するＷＷＷブラウザ、電子

メールソフト 、パソコン通信の音声化を企画している 。

図１４Ｗｌｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア９５Ｒｅａｄｅｒの製品版
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